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Ⅰ．消費指数（総括） 

消費指数は４期連続の回復。 但し、改善幅は縮小の傾向。 

消費指数は前回調査時点（平成 22 年６月）よりも５.1 ポイント改善して▲83.0 となり、４期連続で回復が続

いているが、改善幅は縮小の傾向にある。 

消費指数を構成する指数の内訳をみると「①景気判断指数」が▲39.6（前期差：▲4.4）とやや悪化している

が、「②暮らし向き指数」は▲43.4（前期差：9.5）で改善している。世帯収入が１年前に比べて増加したことが主

な要因である。 

今後の見通しについては、消費指数が▲81.9 となり 1.1 ポイントの改善で、改善幅はさらに縮小の見込み。

「①景気判断指数」はやや改善されるが、「②暮らし向き指数」については逆に若干の悪化の見込みである。 

 
 

消費指数の推移 
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【指数の見方】 

 

 消費指数は①景気判断指数（景気・雇用環境・物価の３項目で構成）と②暮らし向き指数（世帯収入・保

有資産・お金の使い方・暮らしのゆとりの４項目で構成）の合計からなり、値は 200～▲200 の範囲をとります。

指数がプラスであれば家計の消費マインドは高揚していると判断します。一方、指数がマイナスであれば、消費

マインドは低迷していると判断します（詳しくはⅤ．調査の概要６．指数の作成方法をご覧ください）。 
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消費指数（内訳）の推移 

消費指数
消費指数

景気判断指数 暮らし向き指数

景気 雇用環境 物価 世帯収入 保有資産 お金の使い方 暮らしのゆとり

18年  9 月 ▲ 63.3 ▲ 23.7 ▲ 6.1 ▲ 3.6 ▲ 14.0 ▲ 39.6 ▲ 8.0 ▲ 9.7 ▲ 8.6 ▲ 13.3

12月 ▲ 64.0 ▲ 23.1 ▲ 7.6 ▲ 5.0 ▲ 10.5 ▲ 40.9 ▲ 8.0 ▲ 10.1 ▲ 9.4 ▲ 13.4

19年  3 月 ▲ 54.5 ▲ 17.3 ▲ 4.7 ▲ 4.0 ▲ 8.6 ▲ 37.2 ▲ 6.8 ▲ 9.0 ▲ 8.5 ▲ 12.9

 6 月 ▲ 65.0 ▲ 25.9 ▲ 5.6 ▲ 3.9 ▲ 16.4 ▲ 39.1 ▲ 6.8 ▲ 9.9 ▲ 9.6 ▲ 12.8

 9 月 ▲ 77.0 ▲ 34.5 ▲ 8.8 ▲ 9.1 ▲ 16.6 ▲ 42.5 ▲ 8.7 ▲ 9.3 ▲ 10.6 ▲ 13.9

12月 ▲ 104.7 ▲ 55.5 ▲ 15.2 ▲ 12.1 ▲ 28.2 ▲ 49.2 ▲ 10.3 ▲ 11.4 ▲ 11.7 ▲ 15.8
20年  3 月 ▲ 107.3 ▲ 57.9 ▲ 16.2 ▲ 13.3 ▲ 28.4 ▲ 49.4 ▲ 9.9 ▲ 11.3 ▲ 12.3 ▲ 15.9

 6 月 ▲ 125.3 ▲ 69.5 ▲ 20.8 ▲ 16.7 ▲ 32.0 ▲ 55.8 ▲ 10.6 ▲ 13.3 ▲ 13.7 ▲ 18.2
 9 月 ▲ 128.0 ▲ 73.1 ▲ 22.1 ▲ 19.4 ▲ 31.6 ▲ 54.9 ▲ 10.1 ▲ 13.2 ▲ 14.1 ▲ 17.5

12月 ▲ 139.2 ▲ 77.3 ▲ 26.0 ▲ 27.1 ▲ 24.2 ▲ 61.9 ▲ 11.9 ▲ 15.4 ▲ 15.9 ▲ 18.7

21年  3 月 ▲ 143.6 ▲ 77.7 ▲ 28.4 ▲ 30.9 ▲ 18.4 ▲ 65.9 ▲ 14.4 ▲ 16.3 ▲ 16.1 ▲ 19.1

 6 月 ▲ 125.1 ▲ 61.0 ▲ 24.1 ▲ 27.8 ▲ 9.1 ▲ 64.1 ▲ 14.2 ▲ 16.5 ▲ 15.0 ▲ 18.4

 9 月 ▲ 126.0 ▲ 61.9 ▲ 23.4 ▲ 26.9 ▲ 11.6 ▲ 64.1 ▲ 14.0 ▲ 15.6 ▲ 15.6 ▲ 18.9

12月 ▲ 107.1 ▲ 44.8 ▲ 21.7 ▲ 25.6  2.5 ▲ 62.3 ▲ 13.5 ▲ 15.7 ▲ 14.4 ▲ 18.7

22年  3 月 ▲ 99.2 ▲ 40.5 ▲ 16.7 ▲ 21.7 ▲ 2.1 ▲ 58.7 ▲ 12.4 ▲ 14.6 ▲ 14.4 ▲ 17.3

 6 月 ▲ 88.1 ▲ 35.2 ▲ 13.2 ▲ 18.5 ▲ 3.5 ▲ 52.9 ▲ 12.8 ▲ 14.4 ▲ 10.4 ▲ 15.3

 9 月 ▲ 83.0 ▲ 39.6 ▲ 15.0 ▲ 19.5 ▲ 5.1 ▲ 43.4 ▲ 6.3 ▲ 11.9 ▲ 10.0 ▲ 15.2

見通し ▲ 81.9 ▲ 36.9 ▲ 13.4 ▲ 16.5 ▲ 7.0 ▲ 45.0 ▲ 5.7 ▲ 11.5 ▲ 12.5 ▲ 15.3

（前期差）
消費指数

景気判断指数 暮らし向き指数

景気 雇用環境 物価 世帯収入 保有資産 お金の使い方 暮らしのゆとり

18年 12月 ▲ 0.7 0.6 ▲ 1.5 ▲ 1.4 3.5 ▲ 1.3 0.0 ▲ 0.4 ▲ 0.8 ▲ 0.1
19年  3 月 9.5 5.7 2.9 1.0 1.9 3.6 1.2 1.1 0.9 0.5

 6 月 ▲ 10.5 ▲ 8.6 ▲ 0.9 0.1 ▲ 7.8 ▲ 1.9 0.0 ▲ 0.9 ▲ 1.1 0.1
 9 月 ▲ 12.0 ▲ 8.6 ▲ 3.2 ▲ 5.2 ▲ 0.2 ▲ 3.4 ▲ 1.9 0.6 ▲ 1.0 ▲ 1.1
12月 ▲ 27.7 ▲ 21.0 ▲ 6.4 ▲ 3.0 ▲ 11.6 ▲ 6.7 ▲ 1.6 ▲ 2.1 ▲ 1.1 ▲ 1.9

20年  3 月 ▲ 2.6 ▲ 2.4 ▲ 1.0 ▲ 1.2 ▲ 0.2 ▲ 0.2 0.4 0.1 ▲ 0.6 ▲ 0.1
 6 月 ▲ 18.0 ▲ 11.6 ▲ 4.6 ▲ 3.4 ▲ 3.6 ▲ 6.4 ▲ 0.7 ▲ 2.0 ▲ 1.4 ▲ 2.3
 9 月 ▲ 2.7 ▲ 3.6 ▲ 1.3 ▲ 2.7 0.4 0.9 0.5 0.1 ▲ 0.4 0.7
12月 ▲ 11.2 ▲ 4.2 ▲ 3.9 ▲ 7.7 7.4 ▲ 7.0 ▲ 1.8 ▲ 2.2 ▲ 1.8 ▲ 1.2

21年  3 月 ▲ 4.4 ▲ 0.4 ▲ 2.4 ▲ 3.8 5.8 ▲ 4.0 ▲ 2.5 ▲ 0.9 ▲ 0.2 ▲ 0.4
 6 月 18.5 16.7 4.3 3.1 9.3 1.8 0.2 ▲ 0.2 1.1 0.7
 9 月 ▲ 0.9 ▲ 0.9 0.7 0.9 ▲ 2.5 0.0 0.2 0.9 ▲ 0.6 ▲ 0.5
12月 18.9 17.1 1.7 1.3 14.1 1.8 0.5 ▲ 0.1 1.2 0.2

22年  3 月 7.9 4.3 5.0 3.9 ▲ 4.6 3.6 1.1 1.1 0.0 1.4
 6 月 11.1 5.3 3.5 3.2 ▲ 1.4 5.8 ▲ 0.4 0.2 4.0 2.0
 9 月 5.1 ▲ 4.4 ▲ 1.8 ▲ 1.0 ▲ 1.6 9.5 6.5 2.5 0.4 0.1

見通し 1.1 2.7 1.6 3.0 ▲ 1.9 ▲ 1.6 0.6 0.4 ▲ 2.5 ▲ 0.1

（前年同期差）
消費指数

景気判断指数 暮らし向き指数

景気 雇用環境 物価 世帯収入 保有資産 お金の使い方 暮らしのゆとり

19年  9 月 ▲ 13.7 ▲ 10.8 ▲ 2.7 ▲ 5.5 ▲ 2.6 ▲ 2.9 ▲ 0.7 0.4 ▲ 2.0 ▲ 0.6
12月 ▲ 40.7 ▲ 32.4 ▲ 7.6 ▲ 7.1 ▲ 17.7 ▲ 8.3 ▲ 2.3 ▲ 1.3 ▲ 2.3 ▲ 2.4

20年  3 月 ▲ 52.8 ▲ 40.6 ▲ 11.5 ▲ 9.3 ▲ 19.8 ▲ 12.2 ▲ 3.1 ▲ 2.3 ▲ 3.8 ▲ 3.0
 6 月 ▲ 60.3 ▲ 43.6 ▲ 15.2 ▲ 12.8 ▲ 15.6 ▲ 16.7 ▲ 3.8 ▲ 3.4 ▲ 4.1 ▲ 5.4
 9 月 ▲ 51.0 ▲ 38.6 ▲ 13.3 ▲ 10.3 ▲ 15.0 ▲ 12.4 ▲ 1.4 ▲ 3.9 ▲ 3.5 ▲ 3.6
12月 ▲ 34.5 ▲ 21.8 ▲ 10.8 ▲ 15.0 4.0 ▲ 12.7 ▲ 1.6 ▲ 4.0 ▲ 4.2 ▲ 2.9

21年  3 月 ▲ 36.3 ▲ 19.8 ▲ 12.2 ▲ 17.6 10.0 ▲ 16.5 ▲ 4.5 ▲ 5.0 ▲ 3.8 ▲ 3.2
 6 月 0.2 8.5 ▲ 3.3 ▲ 11.1 22.9 ▲ 8.3 ▲ 3.6 ▲ 3.2 ▲ 1.3 ▲ 0.2
 9 月 2.0 11.2 ▲ 1.3 ▲ 7.5 20.0 ▲ 9.2 ▲ 3.9 ▲ 2.4 ▲ 1.5 ▲ 1.4
12月 32.1 32.5 4.3 1.5 26.7 ▲ 0.4 ▲ 1.6 ▲ 0.3 1.5 0.0

22年  3 月 44.4 37.2 11.7 9.2 16.3 7.2 2.0 1.7 1.7 1.8
 6 月 37.0 25.8 10.9 9.3 5.6 11.2 1.4 2.1 4.6 3.1
 9 月 43.0 22.3 8.4 7.4 6.5 20.7 7.7 3.7 5.6 3.7

見通し 25.2 7.9 8.3 9.1 ▲ 9.5 17.3 7.8 4.2 1.9 3.4

調査時期

調査時期

調査時期
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Ⅱ．調査結果 

1. 景気判断 

（１） 景気判断の概況 

 
景気判断指数を構成する 3 つの指数において前期差でマイナスとなり、景気の回復に陰りが見えつつある。

内訳をみると「①景気」は平成 21 年 3 月をボトムに 5 期連続の回復を続けてきたが、今回調査でストップがか

かった。見通しについてはやや改善される見込みではあるが、円高・株安に対する先行き不安が継続しており、

県内の大手製造業を中心に業況悪化が懸念される。「②雇用環境」においても景気指数とほぼ同様の動きが見

られる。「③物価（日用品価格）」では平成 21 年 12 月を物価安のピークにして 3 期連続で若干の物価高に転じ

ている。今後においても緩やかな物価高が継続すると見込まれている。 

 
景気判断指数（内訳）の推移 
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①景気 ②雇用環境 ③物価
▲ 77.7 ▲ 28.4 ▲ 30.9 ▲ 18.4
▲ 61.0 ▲ 24.1 ▲ 27.8 ▲ 9.1
▲ 61.9 ▲ 23.4 ▲ 26.9 ▲ 11.6
▲ 44.8 ▲ 21.7 ▲ 25.6  2.5
▲ 40.5 ▲ 16.7 ▲ 21.7 ▲ 2.1
▲ 35.2 ▲ 13.2 ▲ 18.5 ▲ 3.5

▲ 39.6 ▲ 15.0 ▲ 19.5 ▲ 5.1
前期差 ▲ 4.4 ▲ 1.8 ▲ 1.0 ▲ 1.6

前年同期差 22.3 8.4 7.4 6.5
▲ 36.9 ▲ 13.4 ▲ 16.5 ▲ 7.0

景気判断指数

見通し

3月

調査時期

6月
22年 9月

21年

3月
6月
9月
12月

 



第１７回 

山形県家計消費動向調査 

 

4 

 

株式 

会社 
フィデア総合研究所 

TThhee  FFIIDDEEAA  RReesseeaarrcchh  IInnssttiittuuttee  CCoorrppoorraattiioonn..  

（２） 景気判断の推移 

 
① 景気（山形県内） 
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③ 物価（日用品価格） 
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２．暮らし向き判断 

（１） 暮らし向き判断の概況 

 
勤労世帯の暮らし向きを判断するすべての指数において前期差で改善が見られ、暮らし向きは継続して回

復している。内訳をみると「①世帯収入」においては今回大幅な回復がみられ、暮らし向き判断指数を引き上げ

る大きな要因となった。今後においては横ばいと見込まれている。「②保有資産」については平成 21 年９月調査

以降緩やかな回復が続いており、世帯収入の増加や株・投資信託などの金融資産の価値が回復していること

が考えられる。「③お金の使い方」についても世帯収入の増加にともない回復基調にあるが、今後においては収

入の頭打ち見通しと相まって、再び節約志向に戻る見込みである。「④暮らしのゆとり」では前期差でほぼ横ば

いであり、依然低い水準で推移している。世帯収入や資産は増えており「経済的なゆとり」はできているはずで

あるが、「暮らしのゆとり」を実感するところまでには至っていない。 

 

暮らし向き判断指数（内訳）の推移 
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①世帯収入 ②保有資産 ③お金の使い方 ④暮らしのゆとり

▲ 65.9 ▲ 14.4 ▲ 16.3 ▲ 16.1 ▲ 19.1
▲ 64.1 ▲ 14.2 ▲ 16.5 ▲ 15.0 ▲ 18.4
▲ 64.1 ▲ 14.0 ▲ 15.6 ▲ 15.6 ▲ 18.9
▲ 62.3 ▲ 13.5 ▲ 15.7 ▲ 14.4 ▲ 18.7
▲ 58.7 ▲ 12.4 ▲ 14.6 ▲ 14.4 ▲ 17.3
▲ 52.9 ▲ 12.8 ▲ 14.4 ▲ 10.4 ▲ 15.3

▲ 43.4 ▲ 6.3 ▲ 11.9 ▲ 10.0 ▲ 15.2
前期差 9.5  6.5  2.5  0.4  0.1

前年同期差 20.7 7.7 3.7 5.6 3.7
▲ 45.0 ▲ 5.7 ▲ 11.5 ▲ 12.5 ▲ 15.3

暮らし向き指数

6月
9月
12月

22年

3月
6月
9月

21年

見通し

調査時期

3月
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（２） 暮らし向き判断の推移 

① 世帯（勤労）収入 

29.7 29.1 38.9 42.1 40.9 45.4 43.4 47.7 56.0 56.0 55.1 50.7 48.9 48.6
30.6 25.4

21.2 22.8
17.9 17.7 18.9 14.8 17.2 16.4

15.8 14.7 17.5 19.4 19.1 19.5

18.5 21.7

27.1 26.7 21.7 24.7 23.8 24.5 22.0 22.5
18.1 18.9 15.3 20.7 18.9 20.6

30.4 34.2

17.8 16.7 16.6 11.6 11.1 10.0 11.7 9.5 7.8 7.3 8.5 5.5 8.7 8.3
12.1 10.6

4.1 4.8 4.9 3.9 5.3 5.3 5.7 3.8 2.3 3.1 3.5 3.7 4.4 3.0
8.4 8.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

増えた（増える） どちらかと言えば増えた（増える） どちらとも言えない どちらかと言えば減った（減る） 減った（減る）

 

② 保有資産 

38.7 38.6 40.0 46.1 44.7 50.8 50.7 59.9 64.6 64.9 63.7 61.5 55.1 54.2 46.6 41.4

18.6 21.2 19.6
18.8 21.3

20.9 20.5
15.3 12.6 13.5 12.0 14.9 20.2 19.2

19.7 22.0

21.6 23.3 20.0
19.9 18.7 16.0 15.9 15.5 13.8 12.6 12.9 13.6 13.8 16.2

20.4 26.4
18.3 14.8 16.0 11.1 10.4 8.4 9.5 6.3 6.2 6.4 8.1 7.0 8.4 8.0 8.9 7.4

2.8 2.1 4.5 4.1 4.9 3.9 3.5 2.9 2.8 2.6 3.3 2.9 2.4 2.3 4.4 2.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

増えた（増える） どちらかと言えば増えた（増える） どちらとも言えない どちらかと言えば減った（減る） 減った（減る）

 

③ お金の使い方 

29.6 32.0 37.2 41.9 42.0 49.1 48.0 54.7 59.9 53.3 56.0 50.8 51.3 
39.0 42.9 45.6 

29.6 30.4 28.1 26.2 28.4 22.5 28.4 23.2 18.3 22.0 21.7 24.2 22.7 
27.6 18.3 20.3 

23.1 21.7 19.6 17.9 18.2 18.8 14.3 17.1 14.7 17.3 15.5 16.3 17.3 
16.2 20.5 

24.9 
14.7 14.3 12.1 11.4 8.2 8.1 7.0 4.1 5.3 5.9 5.0 7.3 7.1 

12.3 12.3 
6.7 

3.1 1.6 3.0 2.6 3.1 1.6 2.2 0.9 1.8 1.4 1.8 1.5 1.6 5.0 5.9 2.5 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

積極的 どちらかと言えば積極的 どちらとも言えない どちらかと言えば控えている（控える） 控えている（控える）

 

④ 生活のゆとり 

42.4 41.1 46.9 54.8 52.2
65.0 62.3 67.6 68.3 67.3 68.8 68.3 61.8 53.4 56.2 54.6

25.7 28.4 23.7
20.7 28.2

19.9 20.5 18.2 18.8 16.8 16.8 17.0 20.0
24.0 19.2 21.2

25.4 23.1 24.3 21.0 14.9 11.3 13.2 10.6 10.6 12.3 11.6 10.8 13.1 15.3 16.7 17.7
5.9 6.4 4.3 2.8 3.6 3.2 3.1 3.2 2.1 2.8 2.2 3.7 4.7 6.4 6.2 5.1

0.5 1.1 0.9 0.7 1.1 0.5 0.9 0.5 0.2 0.7 0.7 0.2 0.4 0.9 1.8 1.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

ゆとりがある（できる） どちらかと言えばゆとりがある（できる） どちらとも言えない
どちらかと言えば厳しい（厳しくなる） 厳しい（厳しくなる）
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３．支出意欲 

（１） 支出意欲の概況 

 
 日常の買い物に対する支出意欲をみると、支出意欲が上昇したのが④金融商品、⑤娯楽・レジャー、⑥習

い事。横ばいが①嗜好品、③家具・家電、⑦交際費。下落したのが②ファッション関連であった。とくに「⑤娯楽・

レジャー」、「⑥習い事」などの趣味に対する支出は緩やかに増加傾向にある。 
 
（２） 支出意欲の推移 

① 嗜好品（お茶・コーヒー、お酒、たばこなど） 

10.8 12.1 14.7 21.7 17.1 25.5 20.3 25.9 27.3 28.2 23.7 21.9 21.6 18.2 21.6 25.8 
27.8 26.4 28.6

29.5 31.3
31.7

30.7 29.5 34.4 32.2 31.4 32.0 32.7 32.8 27.3
31.5

42.7 43.0 42.2 36.8 39.6 31.5 37.5 34.9 28.2 30.1 32.5 36.0 34.2 34.9 36.8
32.6

16.2 16.4 12.2 9.2 9.8 10.0 9.3 8.6 8.9 8.1 10.0 9.1 9.6 11.6 11.1 7.5

2.6 2.1 2.3 2.8 2.2 1.4 2.2 1.1 1.1 1.4 2.4 1.1 2.0 2.5 3.2 2.5

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

意欲的 どちらかと言えば意欲的 どちらとも言えない どちらかと言えば控えている（控える） 控えている（控える）

 

② ファッション関連（衣料、アクセサリーなど） 

21.0 20.1 23.1 31.1 29.8 34.7 33.3 39.0 42.3 41.6 36.2 31.8 33.1 25.7
36.1 40.2

39.0 36.4 35.9
33.8 36.0

37.5 37.7
36.5 36.3 33.1 41.4 42.4 36.9

40.5
34.8 34.0

28.7 31.9 27.4 23.2 23.8 20.1 20.9 17.3 15.9 19.4 14.6 17.0 20.7 22.1 19.1 18.5
9.5 10.6 12.2 10.7 8.9 6.7 7.3 6.3 5.1 5.7 7.4 7.5 8.2 10.5 8.0 6.4

1.8 1.1 1.5 1.1 1.6 0.9 0.9 0.9 0.5 0.2 0.4 1.3 1.1 1.1 2.0 0.9

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

意欲的 どちらかと言えば意欲的 どちらとも言えない どちらかと言えば控えている（控える） 控えている（控える）

 

③ 家電・家具など 

30.3 33.6 36.1 43.1 42.9 48.4 44.7 53.2 51.7 51.7 45.5 44.2 38.7 36.3 36.6 38.6

35.1 34.9 27.8
30.6 27.8

31.3 28.9
26.8 26.0 25.6 28.8 31.9

30.9 29.5 26.4 25.3

21.5 20.4 23.9
15.8 20.2

14.1 18.5 14.0 16.3 16.6 17.2 14.6 18.9 20.5 20.7 23.5

11.5 10.1 10.9 10.1 7.3 6.0 6.4 5.0 5.1 5.0 6.5 7.5 9.3 10.5 12.7 11.2

1.5 1.1 1.3 0.4 1.8 0.2 1.5 1.1 0.9 1.2 2.0 1.8 2.2 3.2 3.6 1.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

意欲的 どちらかと言えば意欲的 どちらとも言えない どちらかと言えば控えている（控える） 控えている（控える）
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④ 金融商品（株式、債券、投資信託など） 

43.8 48.1 54.0 56.9 59.8 59.1 64.0 70.2 70.1 70.7 67.2 69.1 68.7 67.3 64.2 64.0

17.8 18.5 15.8 14.4 15.6 19.3 15.5
16.0 15.4 13.7 17.9 16.8 16.7 14.0 13.2 14.220.1 16.7 15.4 16.4 18.9 15.6 14.6 9.3 12.0 12.3 11.4 10.8 11.3 14.6 17.6 1714.4 14.0 12.2 9.8 4.2 4.9 4.9 4.1 2.5 3.1 2.8 2.6 2.7 3.4 4.1 3.7

3.9 2.6 2.6 2.4 1.6 1.2 1.1 0.5 0.7 0.7 0.7 0.7 0.9 1.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

意欲的 どちらかと言えば意欲的 どちらとも言えない どちらかと言えば控えている（控える） 控えている（控える）

 

⑤ 娯楽・レジャー（映画、外食、旅行など） 

16.7 19.1 18.6
28.2 27.3 31.9 28.4 36.6 39.1 36.4 32.1 37.1 32.7 26.3 26.2 24.9

31.3 30.0 30.9
31.1 33.3 33.6 36.1

33.4 32.6 31.7 34.3
35.1 37.3

34.8 30.5 29.5

26.4 28.9 29.4
24.9 25.6

25.9 22.7
21.9 20.1 22.2 20.1 17.7 20.0

21.3 25.5 27.9

22.1 19.9 18.1 14.0 12.4 6.9 11.5 7.2 7.4 8.3 11.1 9.1 8.2 16.0 14.6 14.4

3.6 2.1 3.0 1.8 1.3 1.6 1.3 0.9 0.7 1.4 2.4 1.1 1.8 1.6 3.2 3.2

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

意欲的 どちらかと言えば意欲的 どちらとも言えない どちらかと言えば控えている（控える） 控えている（控える）

 

⑥ 習い事（英会話、料理教室、スポーツクラブなど） 

32.1 31.0 35.2 39.3 35.6 41.7 42.5 42.9 45.4 43.3 45.1 46.9 44.0 41.2 37.5 34.7

22.1 19.8 15.8
18.1 17.8

19.4 18.1 19.4 21.0 21.7 19.6 17.8 19.3 18.7
15.9 15.8

28.0 30.7 30.5
30.3 33.3

29.4 27.3 29.1 25.3 26.9 23.7 23.8 22.9 27.1 31.6 33.3

16.5 16.7 16.4 10.3 11.6 8.1 10.6 7.7 7.4 6.7 10.5 9.9 11.1 10.0 13.4 13.5

1.3 1.9 2.1 2.0 1.8 1.4 1.5 0.9 0.9 1.4 1.1 1.5 2.7 3.0 1.6 2.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

意欲的 どちらかと言えば意欲的 どちらとも言えない どちらかと言えば控えている（控える） 控えている（控える）

 

⑦ 交際費（贈答品、冠婚葬祭費用など） 

8.5 9.8 11.5 14.0 13.6 16.9 12.8 19.6 18.7 19.0 16.1 18.7 18.0 17.5 15.9 17.4
18.5 21.1 18.8 21.2 22.9 20.4 20.1

23.9 27.2 26.3 27.7 25.3 27.6 21.9 22.0 20.8

57.9 56.2 55.7 52.6 51.1 52.1 56.7
50.6 46.3 46.2 47.1 49.1 46.0 50.3 50.9 51.8

13.6 11.1 12.4 10.7 10.9 8.8 8.4 5.2 7.1 7.1 7.8 4.8 6.9 8.4 8.4 8.0

1.5 1.8 1.7 1.5 1.6 1.9 2.0 0.7 0.7 1.4 1.3 2.0 1.6 1.8 2.7 2.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H19

03 06 09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

見通し

意欲的 どちらかと言えば意欲的 どちらとも言えない どちらかと言えば控えている（控える） 控えている（控える）
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４．大きな買い物への支出動向（世帯年収別割合） 

（１） 大きな買い物への支出動向の概況 

 大きな出費を伴う買い物で「①自動車（中古車含む）」に対する購入の予定を尋ねたところ、全体の 7.3%

が予定しており、世帯年収が多いほどその割合は高くなる。また「②住宅、土地の購入（マンション、中古住宅含

む）」は 2.8%の世帯で予定しているが、「③住宅リフォーム」になると 4.7%となり、住宅リフォーム需要は「検討中

である」を合わせると新規購入（予定および検討中の合計）に比べて約２倍である。さらに年収 1,000 万以上の

世帯となると 42.2%の世帯が住宅リフォームを予定ないし検討している。 

 

（２） 大きな買い物への支出動向 

① 自家用車（中古車含む） 

7.3 

5.7 

6.6 

7.3 

11.4 

15.8 

15.5 

17.6 

17.2 

14.6 

11.0 

22.7 

21.1 

77.3 

82.4 

77.0 

78.8 

81.7 

65.9 

63.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全世帯

200万未満

200～399万

400～599万

600～799万

800～999万

1,000万以上

予定がある 検討中である 予定がない
 

② 住宅、土地の購入（マンション、中古住宅含む） 

2.8 

2.3 

2.6 

3.7 

2.3 

5.3 

6.3 

11.8 

10.3 

2.0 

7.3 

6.8 

10.5 

90.9 

88.2 

87.4 

95.4 

89.0 

90.9 

84.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全世帯

200万未満

200～399万

400～599万

600～799万

800～999万

1,000万以上

予定がある 検討中である 予定がない
 

③ 住宅リフォーム 

4.7 

5.9 

3.4 

3.9 

3.7 

4.5 

21.1 

13.5 

11.8 

12.6 

11.1 

13.8 

20.5 

21.1 

81.8 

82.4 

83.9 

85.0 

82.6 

75.0 

57.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全世帯

200万未満

200～399万

400～599万

600～799万

800～999万

1,000万以上

予定がある 検討中である 予定がない
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Ⅲ．家計簿 

今回の家計簿調査によれば、世帯の平均月収は 45.2 万円となっており、前年同期比でみて 2.9 万円の増収と

なった。内訳を見ると、世帯主の収入が 0.9 万円の増収、世帯員の収入が 0.5 万円の減収、その他の収入で 2．5

万円の増収となった。またカードローンやキャッシングなどの借り入れが 1.9 万円と大きく減少している。 

一方、世帯の平均支出は 40.2 万円となっており、前年同期比でみて 3.8 万円の増加となった。 

収入・支出の動向 

①定例給与(手取り額） 226,221 222,041 232 ,798 10,757 6,577

②臨時給与(手取り額） 15,784 16,038 18 ,247 2,209 2,463

１．世帯主の給与(手取り額） 242,005 238,079 251 ,045 12,966 9,040

①世帯員の定例給与(手取り額） 113,795 117,991 108 ,955 ▲ 9,036 ▲ 4,840

②世帯員の臨時給与(手取り額） 8,761 20,995 8,740 ▲ 12,255 ▲ 21

２．世帯員の給与(手取り額） 122,556 138,986 117 ,695 ▲ 21,291 ▲ 4,861

1．公的年金給付（老齢、障害、遺族年金） 27,119 36 ,580 9,461

2．保険給付金（医療、介護、失業保険） 701

3．児童手当、こども手当 4,982

4．利息、株式配当、投信分配金 - - 1,596 - -

5．事業収入（個人事業、農林水産業など） - - 2,632 - -

6．不動産収入（駐車場、アパート家賃など） - - 3,447 - -

7．有価証券売却・解約金（株、投資信託など） 2,742

8．不動産売却（土地、住宅、マンションなど） 0

9．各種保険金、保険満期返戻金 - - 10 ,857 - -

10．退職金 - - 411 - -

11．謝礼金、賞金 - - 11 ,838 - -

12．別生計からの仕送り - - 518 - -

13．借り入れ（カードローン、キャッシング） 20,691 4,198 1,865 ▲ 2,333 ▲ 18,826

14．その他 5,745 39,815 5,984 ▲ 33,831 239

３．その他収入(控除後） 59,396 82,207 84 ,155 1,948 24,759

423,957 459,272 452 ,895 ▲ 6,377 28,938

1．食費（飲食会費は含まない） 57,386 58,327 55 ,927 ▲ 2,400 ▲ 1,459

2．住居費（家賃、駐車場、修繕、住宅ローン等） 51,851 47,453 55 ,505 8,052 3,654

3．水道･光熱費（電気、ガス、上下水道） 22,643 25,399 23 ,807 ▲ 1,592 1,164

4．生活用品（生活雑貨、家事消耗品など） - - 10 ,964 - -

5．被服・装飾費（衣服、アクセサリー等） 10,278 12,661 9,796 ▲ 2,865 ▲ 482

6．医療・介護・理美容（通院、医薬品など） 10,615 12,744 12 ,337 ▲ 407 1,722

7．交通費１（バス、鉄道、飛行機、高速道路料金など） 4,239

8．交通費２（ガソリン代） 17,125

9．通信費（携帯・固定電話、プロバイダー料金など） 17,747

10．教育費（授業料、教材費、学習塾など） 16,861

11．育児費（子ども用品、保育園、幼稚園など） 8,389

12．交際費（飲食会費、贈答品、冠婚葬祭費など） 17,145

13．娯楽、趣味（旅行、レジャー、映画鑑賞など） 14,763

14．習い事（英会話、料理教室、スポーツクラブなど） 3,082

15．金融商品（株、国債、投資信託など） - 4,589 3,978 ▲ 611 -

16．高額商品（家電、自動車など一括購入の場合） - - 23 ,781 - -

17．ローン・月賦の支払い（住宅ローンを含まない） 14,985 16,126 13 ,324 ▲ 2,802 ▲ 1,661

18．保険料支払い（生命保険、損害保険など） 39,201

19．税金、社会保険料支払い（給与天引き以外） 10,215

20．別生計への仕送り（学生など） 10,885 - 10 ,229 - ▲ 656

21．その他支出 51,560 41,415 33 ,956 ▲ 7,459 ▲ 17,604

364,533 365,795 402 ,370 36,575 37,837

86.0% 79.6% 88.8% 9.2% 2.9%

14.0% 20.4% 11.2% ▲9.2% ▲2.9%

（単位：円）

8,585 11,044

1,747 2,675

▲ 4,397
9,370

6,356 7,454

▲ 10,620 459

▲ 2,635 ▲ 4,520

平均貯蓄性向（1-平均消費性向）

支
　
　
　
　
　
　
出

Ⅱ．支出計

平均消費性向（支出計÷収入計×100）

31,657

24,791

39,510

21年
9月

67

38,372

22年
9月 前期比

40,831

35,870

32,755

37,625

前年同期比

収
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入

Ⅰ．収入計

22年
6月

995

32,893
10,080
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可処分所得である世帯収入（手取り額）と家計支出から求めた平均貯蓄性向の推移をみると前年同期比で 2.8 ポ

イント減少して、11.2%となっており、貯蓄性向は低下傾向にある。（19/9  24.7% → 20/9  20.4% → 21/9  14.0% 

→ 22/9 11.2%） 

平均貯蓄性向の推移 

24.7%

20.4%

14.0%
11.2%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

09 12

H20

03 06 09 12

H21

03 06 09 12

H22

03 06 09

可処分所得

支出

貯蓄性向

 
世帯主の収入（手取り額）の推移をみると、21 年 9 月を底にして 22 年 9 月は 2 年前の水準に回復している。

業種別にみると相対的に「教育・学習支援業」は高く、「サービス業」が低い結果となった。 

 

世帯主の収入（推移、業種別） 

5.5 

10.9 

11.2 

12.9 

9.6 

4.3 

5.5 

5.6 

12.5 

7.5 

17.6 

5.3 

5.6 

18.2 

29.5 

1.7 

35.7 

15.8 

15.5 

18.2 

18.4 

18.1 

19.6 

19.1 

11.1 

25.0 

25.0 

11.8 

25.0 

40.0 

31.6 

18.2 

27.3 

5.2 

7.1 

37.3 

31.9 

36.5 

36.2 

37.4 

45.7 

43.6 

44.4 

28.1 

27.5 

29.4 

50.0 

40.0 

36.8 

33.3 

9.1 

25.0 

43.1 

50.0 

20.8 

23.6 

22.8 

23.1 

22.5 

19.6 

19.1 

16.7 

21.9 

22.5 

17.6 

10.5 

38.9 

54.5 

11.4 

43.1 

7.1 

20.6 

17.9 

11.4 

9.3 

12.4 

10.9 

12.7 

22.2 

12.5 

17.5 

23.5 

25.0 

20.0 

15.8 

22.2 

6.8 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全業種(H18.9)

全業種(H19.9)

全業種(H20.9)

全業種(H21.9)

全業種(H22.9)

建設業

製造業

電気・ガス・水道業

運輸・情報通信業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産・賃貸業

飲食・宿泊業

医療・福祉

教育・学習支援業

郵便局・各種協同組合

サービス業

公務

その他

100,000円未満 100,000～199,999円 200,000～299,999円 300,000～399,999円 400,000円以上
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Ⅳ．特別調査 

１．高速道路の利用とお金の使い方について 
 

 

 

① 利用状況について 

 
｢利用した｣と回答した世帯は 77.4％であり、約 8 割の世

帯が無料化実験期間中に高速を利用している。世帯年収

別にみると、年収が高くなるほど利用率は上昇している。

また地域別に見ると、山形自動車道から離れている最上

地区は利用率が著しく低い。 

 

 

 

 

 

② 利用する頻度について 

 
無料化実験前と比べて利用頻度が｢増えた｣と回答した

世帯は 70.1％であった。世帯年収別にみると、もっとも割合

が高かったのは世帯年収が｢200 万以上 400 万未満｣の世

帯（73.3％）であった。また地域別にみると、飽海地区が

76.9％ともっとも高い。 

 

 

 

③ 旅行・観光の頻度について 

 
無料化実験前と比べて旅行や観光に出かける頻度が

｢増えた｣と回答した世帯は 37.7％であった。世帯年収別に

みると、もっとも割合が高かったのは世帯年収が｢200 万以

上 400 万未満｣の世帯（41.0％）であった。また地域別にみ

ると、飽海地区が 53.8％ともっとも高い。 

 

 

 

高速道路の利用状況（世帯年収別、地域別） 

77.4 
64.7 
70.1 

77.8 
80.7 
84.1 
84.2 

77.8 
42.9 

79.3 
80.6 
78.0 

22.6 
35.3 
29.9 

22.2 
19.3 
15.9 
15.8 

22.2 
57.1 

20.7 
19.4 
22.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全世帯
200万未満

200～399万
400～599万
600～799万
800～999万
1,000万以上

村山
最上
置賜
田川
飽海

利用した

利用してい

ない

70.1 
54.5 

73.3 
70.6 
70.5 
67.6 
68.8 

68.5 
66.7 
69.1 
70.4 
76.9 

29.0 
45.5 

26.7 
27.7 
28.4 
32.4 
31.3 

30.9 
33.3 
29.4 
27.8 

23.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全世帯
200万未満

200～399万
400～599万
600～799万
800～999万

1,000万以上

村山
最上
置賜
田川
飽海

増えた

変わらない

減った

分からない

高速道路の利用頻度（世帯年収別、地域別） 

37.7 
36.4 
41.0 

34.5 
40.9 
40.5 

25.0 

43.0 
33.3 

24.6 
25.9 

53.8 

59.6 
63.6 
57.4 

62.2 
56.8 
56.8 

68.8 

54.5 
44.4 

73.9 
72.2 

43.6 

1.2 

1.7 
1.1 
2.7 

11.1 
1.4 
1.9 
2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全世帯
200万未満

200～399万
400～599万
600～799万
800～999万

1,000万以上

村山
最上
置賜
田川
飽海

増えた

変わらない

減った

分からない

旅行・観光の頻度（世帯年収別、地域別） 

6 月 28 日から実施された山形自動車道の無料化実験にともない、その利用状況と支出状況について調査を

おこなった。 
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④ お金を使う頻度について 

 

無料化実験前と比べて外出先や目的地でお金を使う

頻度が｢増えた｣と回答した世帯は 35.5％であった。世帯

年収別にみるともっとも割合が高かったのは世帯年収が

｢200 万以上 400 万未満｣の世帯（39.3％）であった。また地

域別にみると最上地区が 44.4％ともっとも高い。 

 

 

 

 

⑤ 今後の支出動向について 

 
無料化実験にともない、今後、レジャー、観光、交通費の支出がどう変化していくか尋ねたところ、支出が｢増

える｣（11.2％）および「少し増える」（38.1％）を合計すると 49.3％の世帯で支出が増加すると考えている。世帯

年収別にみると、もっとも増加する割合が高かったのは世帯年収が｢1000 万円以上｣の世帯（57.9％）であった。 

地域別にみると、村山、田川、飽海地区が高く、山形自動車道、東北中央自動車が通過している地区の割合が

高い。業種別にみると、もっとも「増える」と回答したのは「教育・学習支援業」（27.8%）であった。 

 

11.2 
11.8 
9.2 
9.2 

13.9 
11.4 

21.1 

14.2 
9.5 

7.0 
10.4 
8.0 

8.7 
11.7 

5.6 
9.4 

15.0 
17.6 

10.5 
27.8 

18.2 
6.8 

12.1 

38.1 
17.6 

44.8 
37.9 

33.3 
45.5 

36.8 

35.8 
38.1 

33.7 
41.8 

44.0 

37.0 
38.7 

38.9 
37.5 

35.0 
35.3 

75.0 
40.0 

47.4 
16.7 

45.5 
40.9 

34.5 
42.9 

42.8 
64.7 

36.8 
43.8 

47.2 
34.1 

36.8 

41.0 
42.9 

52.3 
41.8 

40.0 

47.8 
41.4 

44.4 
40.6 

40.0 
35.3 

25.0 
60.0 

42.1 
50.0 

36.4 
43.2 
44.8 

50.0 

3.5 

4.6 
4.6 
1.9 

2.3 
5.3 

3.3 

5.8 
1.5 
4.0 

6.5 
4.5 

6.3 
2.5 

5.9 

5.6 

1.7 
7.1 

1.2 

1.1 
2.0 
0.9 

1.4 

3.0 

1.8 

2.5 

2.3 
1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全世帯
200万未満

200～399万
400～599万
600～799万
800～999万

1,000万以上

村山
最上
置賜
田川
飽海

建設業
製造業

電気・ガス・水道業
運輸・情報通信業

卸売・小売業
金融・保険業

不動産・賃貸業
飲食・宿泊業

医療・福祉
教育・学習支援業

郵便局・各種協同組合
サービス業

公務
その他

増える 少し増える 変わらない 少し減る 減る 分からない
 

35.5 
36.4 
39.3 

32.8 
37.5 

32.4 
37.5 

37.0 
44.4 

29.0 
37.0 

33.3 

60.8 
63.6 
57.4 

64.7 
58.0 

62.2 
56.3 

60.0 
44.4 

66.7 
61.1 

61.5 

1.2 

1.6 
0.8 

5.4 

2.9 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全世帯
200万未満

200～399万
400～599万
600～799万
800～999万

1,000万以上

村山
最上
置賜
田川
飽海

増えた

変わらない

減った

分からない

消費の頻度（世帯年収別、地域別） 

今後の支出動向（世帯年収別、地域別、業種別） 
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２． 「子ども手当」について 

  

 

 

① 「子ども手当」の支給動向について 

全体で 56.8％の世帯が「子ども手当」の支給を受けている。なお、前回調査にて「子ども手当」が支給される

15 歳以下の子どもがいる家庭は 57.8%であったため、ほとんどの家庭が支給を受けたことになる。なお、世帯年

収「400 万以上 600 万未満」の家庭の支給割合が最も高い。 

 

「子ども手当」の支給動向（世帯年収別） 

56.8 

37.5 

59.8 

62.7 

56.9 

40.9 

47.4 

43.2 

62.5 

40.2 

37.3 

43.1 

59.1 

52.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全世帯

200万未満

200～399万

400～599万

600～799万

800～999万

1,000万以上

受けた

受けていない

 

  

② 「子ども手当」の子どもへの使用について 

支給を「受けた」と回答した家庭にどのくらい子どものために使用したかについて尋ねたところ、「すべて子

どものために使った」と回答した世帯は 61.4%、「8 割ほど子どもに使った」と回答した世帯は 7.5%であり、合計

すると約 7 割の家庭が「子ども手当」の 8 割以上を子どものために使用している。世帯年収別にみると、世帯

年収が高いほど使用割合が高い傾向にある。 

「子ども手当」の子どもへの使用（世帯年収別） 

61.4 

50.0 

51.0 

61.5 

68.9 

66.7 

66.7 

7.5 

16.7 

3.9 

12.5 

1.6 

5.6 

11.1 

9.5 

17.6 

9.4 

8.2 

8.7 

17.6 

7.3 

4.9 

5.6 

11.1 

3.7 

33.3 

3.9 

3.1 

3.3 

9.1 

5.9 

6.3 

13.1 

22.2 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全世帯

200万未満

200～399万

400～599万

600～799万

800～999万

1,000万以上

すべて子どもに使った 8割ほど子どもに使った 半分くらい子どもに使った
2割ほど子どもに使った すべて子ども以外に使った わからない

 

 

「子ども手当」についての支給動向や子どもへの使用割合を世帯年収別に分析し、その使い道について

支給前後の比較を行った。 
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③ 「子ども手当」の使い道について（複数回答） 

支給を「受けた」と回答した家庭にその使い道について尋ねたところ、最も多かったのは「子どものための貯

蓄」（60.3%）であったが、「子ども手当」の支給前である前回調査（Ｈ22 年 3 月）と比較すると、「子どものための

貯蓄」は 7.8 ポイント減少している。支給前と後では実際の使い道は大きく変化しており、学費、育児費、習い事

のウェイトが低下する一方、子どものための物品購入や旅行などに使用のウェイトが高い結果となっている。 

「子ども手当」の使い道の推移 

68.1

26.7 

34.6

39.6

4.6

10.4

23.5

2.7

60.3 

35.2 

19.0 

17.0 

13.0 

7.7 

7.3 

13.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子どものための貯蓄

子どものための日用品、物品購入

学習塾、習い事

学費（授業料、給食費、教材費など）

家族旅行、レジャー等

学資保険の加入

育児費（保育園・幼稚園の保育料など）

その他

H22.3(支給前)

H22.9(支給後)

 

 

また、使い道を世帯収入別にみると、世帯収入 1,000 万円未満の世帯においては「子どものための貯蓄」が最

も高い一方、1,000 万以上の世帯では「学習塾、習い事」が 55.6%と最も高い比率となっている。 

「子ども手当」の使い道（世帯年収別） 

66.7 

16.7 

16.7 

16.7 

16.7 

55.8 

21.2 

11.5 

9.6 

48.1 

13.5 

11.5 

25.0 

66.7 

13.5 

15.6 

5.2 

30.2 

11.5 

9.4 

11.5 

54.8 

17.7 

25.8 

9.7 

37.1 

16.1 

3.2 

11.3 

66.7 

16.7 

16.7 

11.1 

33.3 

11.1 

5.6 

5.6 

44.4 

11.1 

55.6 

11.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

子どものための貯蓄

学費（授業料、給食費、教材費など）

学習塾、習い事

育児費（保育園・幼稚園の保育料など）

子どものための日用品、物品購入

家族旅行、レジャー等

学資保険の加入

その他

200万未満

200～399万

400～599万

600～799万

800～999万

1,000万以上

 

度数 合計
子どものため

の貯蓄

学費（授業料、
給食費、教材費

など）
学習塾、習い事

育児費（保育
園・幼稚園の
保育料など）

子どものため
の日用品、物品

購入

家族旅行、レ
ジャー等

学資保険の加
入

その他

合計 243 147 40 45 18 85 31 18 33
200万未満 6 4 1 - - 1 1 - 1

200～399万 52 29 11 6 5 25 7 6 13
400～599万 96 64 13 15 5 29 11 9 11
600～799万 62 34 11 16 6 23 10 2 7
800～999万 18 12 3 3 2 6 2 1 1
1,000万以上 9 4 1 5 - 1 - - -  
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④ 「子ども手当」の貯蓄割合について 

 「子どものための貯蓄」と回答した家庭へその貯蓄割合について尋ねたところ、「すべて貯蓄した」との回

答が 92.5％であった。 

「子ども手当」の貯蓄割合  

92.5 

100.0 

91.7 

89.2 

94.4 

100.0 

100.0 

2.5 

8.3 

2.7 
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⑤ 「子ども手当」の制度について 

「子ども手当」制度の必要性について尋ねたところ、「必要と思う」と回答した家庭が 40.7%であり、支給前の

調査に比べ 9.2 ポイント減少した。また、世帯年収別にみると「世帯年収 200 万以上 1,000 万未満」の家庭では、

年収が増すにつれて「必要と思わない」と回答した家庭の割合が高くなる傾向にある。一方、「1,000 万以上」の

世帯では一転して 52.6%が「必要と思う」と回答し、高い比率となっている。 

「子ども手当」の必要性 
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度数 合計 思う 分からない 思わない

H22.3（支給前） 427 212 53 162

H22.9（支給後） 428 174 55 199

199万未満 16 5 2 9

200～399万 87 39 12 36

400～599万 153 64 23 66

600～799万 109 45 10 54

800～999万 44 11 4 29

1,000万以上 19 10 4 5  
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TThhee  FFIIDDEEAA  RReesseeaarrcchh  IInnssttiittuuttee  CCoorrppoorraattiioonn..  

Ⅴ．調査の概要 
 

１．調査の目的 

県民の暮らし向きや今後の見通しについて時系列的に捉えるとともに、具体的な商品やサービスに対する支出動向を把

握することにより、景気判断等の基礎資料を得ることを目的とする。 

２．調査の方法 

・郵送調査専属モニターを利用したアンケート調査 

・モニター世帯数：458 世帯 ※今回の有効回答世帯数（回答率）：440 世帯（96.1%） 

３．調査の対象者 

・県内に在住する勤労者（サラリーマン）世帯（世帯人数 2 人以上の世帯） 

４．調査期間 

・平成 22 年９月 1 日～14 日 

５．調査項目 

 

（１）判断項目 

① 景気判断（五肢択一）： 

「県内景気」、「雇用環境」、「物価（日用品価格）」に関する現状認識と見通し。 

② 暮らし向き（五肢択一）： 

「世帯収入」、「保有資産」、「お金の使い方」、「暮らし向き」に関する現状認識と見通し。 

③ 日常の買い物や支出動向（五肢択一）： 

「嗜好品（お酒、たばこなど）」、「ファッション関連」、「家電・家具など」、「金融商品（株式、債券など）」、「娯楽・レジャー」、

「習い事」、「交際費」の支出に関する現状認識と見通し。 

④ 大きな買い物や支出動向（三肢択一）： 

「自家用車」、「住宅、土地」、「住宅リフォーム」の支出に関する現状認識と見通し。 

 

（２）計数項目 

最近１ヵ月の収支状況 

 

６．指数の作成方法 

（１）「県内景気」、「雇用環境」、「物価（日用品価格）」、「世帯収入」、「保有資産」、「お金の使い方」、「暮らし向き」の７項目につい

て、回答者の回答結果にポイントを与える。 

（２）ポイントの与え方は、例えば「県内景気」については、「良い」（1.0）、「どちらかと言えば良い」（0.5）、「どちらとも言えない」

（0.0）、「どちらかと言えば悪い」（▲0.5）、「悪い」（▲1.0）とする。 

（３）「県内景気」、「雇用環境」、「物価（日用品価格）」は家計を取り巻くマクロ経済環境に関する世帯の認識を把握するための設

問であるため、回答者ごとにこれらのポイントを合計した後、「景気判断指数」としてまとめる。 

（４）「世帯収入の増え方」、「保有資産の増え方」、「お金の使い方」、「暮らしのゆとり」は“我が家の暮らし向き”に関する世帯の認

識を把握するための設問であるため、回答者ごとにこれらのポイントを合計した後、「暮らし向き指数」としてまとめる。 

（５）「景気判断指数」と「暮らし向き指数」に対して質問項目数とサンプル数をウェイトとする係数を乗じ、両指数を標準化した上

で足し合わせ、「消費指数」とする。 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

株式会社フィデア総合研究所 

研究開発グループ  熊本 均 ／ 梅木 倫行 

〒９９０－００４３ 山形県山形市本町１－４－２１荘銀山形ビル８Ｆ 

ＴＥＬ：０２３－６２６－９０１７   ＦＡＸ：０２３－６２６－９０３８ 

E-mail：kenkyuu@f-ric.co.jp     ＵＲＬ：http://www.f-ric.co.jp/ 


